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（
案
）
参
照
条
文

関
税
法
及
び
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

◎

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
（
抄
）

（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
）

第
四
十
二
条

保
税
蔵
置
場
と
は
、
外
国
貨
物
の
積
卸
し
若
し
く
は
運
搬
を
し
、
又
は
こ
れ
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
税
関
長
が
許
可
し
た
も
の
を
い
う
。

２
及
び
３

（
省

略
）

（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
）

第
五
十
条

第
四
十
二
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
）
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
ら
か
じ
め
税
関
長
の
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
承
認
取
得
者
」
と
い
う
。
）
は
、
位
置
又
は
設
備
が
財
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
所
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す
る
行
為
（
以
下
「
外
国

貨
物
の
蔵
置
等
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
所
を
所
轄
す
る
税
関
長
に
、
そ
の
旨
の
届
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
省

略
）

（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
旨
の
届
出
）

第
五
十
二
条
の
二

承
認
取
得
者
は
、
第
五
十
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
政
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
同
項
の
承
認
を
し
た
税
関
長
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
承
認
の
失
効
）

第
五
十
三
条

第
五
十
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
）
の
承
認
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失

う
。

一

前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
。

二

承
認
取
得
者
に
係
る
保
税
蔵
置
場
の
全
部
に
つ
い
て
、
第
四
十
二
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
）
の
許
可
が
失
効
し
た
と
き
。

三

承
認
取
得
者
が
死
亡
し
た
場
合
で
、
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
（
許
可
の
承
継
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
同
項
に

規
定
す
る
期
間
内
に
さ
れ
な
か
つ
た
と
き
、
又
は
同
項
の
承
認
を
し
な
い
旨
の
処
分
が
あ
つ
た
と
き
。

四

承
認
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。
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五

税
関
長
が
承
認
を
取
り
消
し
た
と
き
。

（
保
税
工
場
の
許
可
）

第
五
十
六
条

保
税
工
場
と
は
、
外
国
貨
物
に
つ
い
て
の
加
工
若
し
く
は
こ
れ
を
原
料
と
す
る
製
造
（
混
合
を
含
む
。
）
又
は
外
国
貨
物
に
係
る
改
装
、
仕

分
そ
の
他
の
手
入
（
以
下
こ
れ
ら
の
加
工
若
し
く
は
製
造
又
は
改
装
、
仕
分
そ
の
他
の
手
入
を
「
保
税
作
業
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

と
し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
税
関
長
が
許
可
し
た
も
の
を
い
う
。

２
及
び
３

（
省

略
）

（
保
税
工
場
の
許
可
の
特
例
）

第
六
十
一
条
の
五

第
五
十
六
条
第
一
項
（
保
税
工
場
の
許
可
）
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
ら
か
じ
め
税
関
長
の
承
認
を
受
け
た
者
は
、
位
置
又
は
設

備
が
財
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
場
所
に
お
い
て
保
税
作
業
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
所
を
所
轄
す
る
税
関
長
に
、
そ
の
旨
の
届

出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
省

略
）

（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）

第
六
十
二
条

第
五
十
一
条
か
ら
第
五
十
五
条
ま
で
（
承
認
の
要
件
・
規
則
等
に
関
す
る
改
善
措
置
・
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必
要

が
な
く
な
つ
た
旨
の
届
出
・
承
認
の
失
効
・
承
認
の
取
消
し
等
・
許
可
の
承
継
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
の
規
定
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承

認
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
一
条
第
一
号
ロ
中
「
第
四
十
二
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十

六
条
第
一
項
（
保
税
工
場
の
許
可
）
」
と
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
五
十
二
条
中
「
外
国
貨
物
の
蔵
置
等
」
と
あ
る
の
は
「
保
税
作
業
」
と

、
第
五
十
三
条
第
二
号
中
「
保
税
蔵
置
場
」
と
あ
る
の
は
「
保
税
工
場
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
ほ
か
、
必
要
な
技
術
的
読
替
え
は
、
政
令
で
定
め

る
。

（
通
関
業
者
の
認
定
）

第
七
十
九
条

通
関
業
者
は
、
申
請
に
よ
り
、
通
関
業
務
そ
の
他
の
輸
出
及
び
輸
入
に
関
す
る
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
旨
の
税
関
長
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
～
５

（
省

略
）

（
認
定
通
関
業
者
の
認
定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
旨
の
届
出
）
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第
七
十
九
条
の
三

認
定
通
関
業
者
は
、
第
七
十
九
条
第
一
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
同
項
の
認
定
を
し
た
税
関
長
に
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
認
定
の
取
消
し
）

第
七
十
九
条
の
五

税
関
長
は
、
認
定
通
関
業
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
と
き
は
、
第
七
十
九
条
第
一
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）

の
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
七
十
九
条
第
三
項
第
一
号
ハ
か
ら
チ
ま
で
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
又
は
同
項
第
二
号
に
適
合
し
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

二

第
七
十
九
条
の
二
（
規
則
等
に
関
す
る
改
善
措
置
）
の
規
定
に
よ
る
税
関
長
の
求
め
に
応
じ
な
か
つ
た
と
き
。

２

（
省

略
）

（
税
関
長
の
権
限
の
委
任
）

第
百
七
条

税
関
長
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
権
限
の
一
部
を
税
関
の
支
署
そ
の
他
の
税
関
官
署
の
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

（
関
税
割
当
制
度
）

第
九
条
の
二

別
表
に
お
い
て
税
率
が
一
定
の
数
量
を
限
度
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
貨
物
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
税
率
は
、
当

該
一
定
の
数
量
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
当
該
貨
物
の
使
用
の
実
績
及
び
見
込
み
そ
の
他
国
民
経
済
上
の
必
要
な
考
慮
に
基
づ
い
て
政
府
が
行
な
う
割
当
て

を
受
け
た
者
が
そ
の
受
け
た
数
量
の
範
囲
内
で
輸
入
す
る
も
の
に
適
用
す
る
。

２

前
項
の
割
当
て
の
方
法
、
割
当
て
を
受
け
る
手
続
そ
の
他
同
項
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

◎

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
（
抄
）

（
輸
入
数
量
が
輸
入
基
準
数
量
を
超
え
た
場
合
の
特
別
緊
急
関
税
）

第
七
条
の
三

平
成
七
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
別
表
第
一
の
六
に
掲
げ
る
物
品
に
つ
い
て
、
当
該
年
度
中
の
こ
れ
ら
の
物

品
の
輸
入
数
量
を
同
表
の
各
項
ご
と
に
合
計
し
た
輸
入
数
量
が
あ
ら
か
じ
め
財
務
大
臣
が
告
示
す
る
数
量
（
以
下
こ
の
条
及
び
別
表
第
一
の
六
に
お
い
て

「
輸
入
基
準
数
量
」
と
い
う
。
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、
当
該
各
項
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
つ
た
月
の
翌
々
月
の
初
日
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
発
動
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
課
す
る
関
税
の
率
は
、
関
税
定
率
法
第
三
条
（
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課
税
標
準
及
び
税
率
）
の
規
定
又
は
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
法
別
表
に
定
め
る
税
率
（
別
表
第
一
の
三
に
掲
げ
る
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表

に
定
め
る
税
率
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
世
界
貿
易
機
関
を
設
立
す
る
マ
ラ
ケ
シ
ュ
協
定
附
属
書
一A

の
千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び

貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
議
定
書
に
附
属
す
る
譲
許
表
の
第
三
十
八
表
の
日
本
国
の
譲
許
表
に
定
め
る
税
率
（
第
七
条
の
八
及
び
第
八
条

の
二
に
お
い
て
「
協
定
税
率
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
（
関
税
に
つ
い
て
の
条
約
の
特
別
の
規
定
及
び
同
法
第
五
条
（
便
益
関
税
）
の

規
定
に
よ
る
便
益
を
受
け
な
い
国
（
そ
の
一
部
で
あ
る
地
域
を
含
む
。
）
の
生
産
物
で
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
同
法
別
表
に
定
め
る
税
率
。
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
通
常
の
関
税
率
」
と
い
う
。
）
に
、
別
表
第
一
の
六
に
定
め
る
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ

れ
同
表
に
定
め
る
税
率
を
加
算
し
た
税
率
と
す
る
。

２
～
５

（
省

略
）

６

第
一
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
輸
入
数
量
は
、
関
税
法
第
百
二
条
第
一
項
第
一
号
（
統
計
の
作
成
）
の
統
計
の
数
値
又
は
当
該
統
計
の
作
成
方
法
を

基
準
と
し
て
、
第
四
項
に
規
定
す
る
国
内
消
費
量
は
、
政
令
で
定
め
る
統
計
の
数
値
又
は
当
該
統
計
の
作
成
方
法
を
基
準
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
政
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
す
る
も
の
と
す
る
。

７

（
省

略
）

（
特
恵
関
税
等
）

第
八
条
の
二

経
済
が
開
発
の
途
上
に
あ
る
国
（
固
有
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
制
度
を
有
す
る
地
域
を
含
む
。
）
で
あ
つ
て
、
関
税
に
つ
い
て
特
別
の

便
益
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
の
う
ち
、
当
該
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
特
恵
受
益
国
等

」
と
い
う
。
）
を
原
産
地
と
す
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
物
品
で
、
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
課
す
る
関
税
の
率
は
、
第

二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

関
税
定
率
法
別
表
第
一
類
か
ら
第
二
十
四
類
ま
で
に
該
当
す
る
物
品
の
う
ち
別
表
第
二
に
掲
げ
る
も
の

同
表
に
定
め
る
税
率

二

関
税
定
率
法
別
表
第
二
十
五
類
か
ら
第
七
十
六
類
ま
で
及
び
第
七
十
八
類
か
ら
第
九
十
七
類
ま
で
に
該
当
す
る
物
品
の
う
ち
別
表
第
三
に
掲
げ
る
も

の
（
同
法
別
表
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
）
に
定
め
る
税
率
が
無
税
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
き
、
第
八
条
の
四
第
一
項
に
お

い
て
「
特
定
鉱
工
業
産
品
等
」
と
い
う
。
）

同
法
別
表
に
定
め
る
税
率
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
に
定
め
る
税
率
）
及
び
協

定
税
率
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
も
の
に
別
表
第
三
に
定
め
る
係
数
を
乗
じ
て
得
た
税
率
（
同
表
に
定
め
る
係
数
が
〇
・
〇
と
さ
れ
て
い
る
物
品
に
あ
つ

て
は
、
無
税
）

三

関
税
定
率
法
別
表
第
二
十
五
類
か
ら
第
七
十
六
類
ま
で
及
び
第
七
十
八
類
か
ら
第
九
十
七
類
ま
で
に
該
当
す
る
物
品
の
う
ち
別
表
第
三
、
第
四
及
び

第
五
に
掲
げ
る
物
品
以
外
の
も
の
（
同
法
別
表
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
）
に
定
め
る
税
率
が
無
税
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除

く
。
）

無
税

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
の
特
恵
受
益
国
等
を
原
産
地
と
す
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
物
品
で
同
項
に
定
め
る
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
の
う
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ち
、
当
該
一
の
特
恵
受
益
国
等
を
原
産
地
と
す
る
物
品
の
有
す
る
国
際
競
争
力
の
程
度
、
当
該
物
品
の
輸
入
が
こ
れ
と
同
種
の
物
品
そ
の
他
用
途
が
直
接

競
合
す
る
物
品
の
生
産
に
関
す
る
本
邦
の
産
業
に
与
え
る
影
響
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
る
こ
と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
物
品
の
原
産
地
で
あ
る
特
恵
受
益
国
等
及
び
当

該
物
品
を
指
定
し
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
恵
受
益
国
等
の
う
ち
、
国
際
連
合
総
会
の
決
議
に
よ
り
後
発
開
発
途
上
国
と
さ
れ
て
い
る
国
で
特
恵
関
税
（
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
関
税

を
い
う
。
）
に
つ
い
て
特
別
の
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
国
（
次
条
に
お
い
て
「
特
別
特
恵
受
益
国
」
と
い
う
。

）
を
原
産
地
と
す
る
別
表
第
五
に
掲
げ
る
物
品
以
外
の
も
の
（
関
税
定
率
法
別
表
（
別
表
第
一
に
掲
げ
る
物
品
に
あ
つ
て
は
、
同
表
）
並
び
に
同
項
第
一

号
及
び
第
二
号
に
定
め
る
税
率
が
無
税
と
さ
れ
て
い
る
物
品
並
び
に
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
物
品
を
除
く
。
）
で
、
同
項
に
定
め
る
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ

る
も
の
に
課
す
る
関
税
の
率
は
、
第
二
条
又
は
同
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
無
税
と
す
る
。

４

第
一
項
又
は
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
物
品
の
原
産
地
の
確
認
そ
の
他
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
暫
定
税
率
の
適
用
を
受
け
る
物
品
に
対
す
る
特
殊
関
税
制
度
の
適
用
）

第
八
条
の
五

（
省

略
）

２

関
税
定
率
法
第
九
条
の
二
の
規
定
は
、
別
表
第
一
に
お
い
て
税
率
が
一
定
の
数
量
を
限
度
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
物
品
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の

に
つ
い
て
準
用
す
る
。


